







The mental health changes of mothers through their children’s soccer matches
Takayoshi  IshIhara
Abstract
Objective . This study investigates the effects of the cognitive factors on mental health for the 
players mothers in boy's soccer competition. The aims of this study are to examine（1）the changes of 
psychosocial factors from pre-competition to post-competition and（2）the inﬂuence of cognitive changes 
on mental health.
Method . Participants were mothers of 422 players who participated in a community soccer competition 
for adolescents. They completed a questionnaire consisting of the state version of the state-Trait anxiety 
Inventory（sTaI; spielberger,1977），the negative and positive image towards children scale, the social 
support from other mothers scale, and sentiments on the competition before and after the competition. 
score changes of the negative and positive image towards children and the social support from other 
mothers from pre- to post- competition were utilized for grouping variables by assigned to positive 
change and negative change.
results . From pre- to post- competition, 43.3％ of the participants improved their sTaI score, while 
47.2％ deteriorated from their score. results of the aNOVa analyses revealed that the improved image 
towards their children decreased anxiety, while the changes of social support from other mothers showed 
no effect on anxiety. These results indicated that the mental health of the mothers was enriched with 
improved image towards their children rather than obtaining support from other mothers throughout the 
soccer competition.
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ど も の 面 倒 を み る の が 嫌 だ っ た 」（F（1,401）
=4.94，p<.05）、「今日の子どもたちの試合結果に満
足できなかった」（F（1,401）=26.47，p<.001）と
感じた母親は大会前後で状態不安が有意に悪化して
いる関連性が明らかとなった｡ 子どもの応援に参加
している母親なので、子どもに対して肯定的な関わ
りがもてなかったり、母親自身も、楽しめなかった
り、不満が残った時、状態不安を悪化させていた。
　今回、大会に参加することは、子どもの姿を見る
ことができ、他の保護者との関係や大会を楽しむこ
とによって、状態不安は良くなると筆者は考えてい
た。しかし、大会後の自由記述であるように、「手
伝いをしない他の母親がゆるせない」「休みが二日
ともつぶれて仕事や家庭のことができなかった」な
ど、母親にとっては、負担も大きいと考えられ、試
合結果にも母親の状態不安が左右されることから、
大会を通して､ 子どもや他の保護者と良好な関係を
築き、母親自信が応援を楽しむことが、大会を通し
ての母親の状態不安には大切であると考えれた。
４． 状態不安、子どもに対するイメージ、周りの保
護者からの情緒的支援認知の相互関連
　大会前後の状態不安得点と子どもに対する良好イ
メージの関連を検討したところ、子どもに対する良
好イメージが悪化した母親は、大会前後で状態不安
が有意に悪化している関連性が明らかとなった（F
（1,256）=10.25，p<.005）。菅野（2000）も子ども
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に対するイメージが母親のメンタルヘルスに影響を
与えると述べており、自由記述に、｢普段とは違う
姿を見ることができた｣、｢子どもの成長を感じるこ
とができた｣、｢子どものがんばりをみて涙ぐんだ｣
など、子どもの成長を感じることができた母親は子
育てに自信が持て、自分自身を認めることができる
が、逆に子どもに対して肯定的なイメージを持てな
かった場合､ 母親自身の状態不安も悪くなると考え
られる。
　大会前後の周りの保護者からの情緒的支援認知の
変化との関連は、大会前後の状態不安の変化との有
意な関連はなかった。しかし、情緒的支援認知とメ
ンタルヘルスの関連は明らかにされている（宗像、
1995）。才村（2001）も、児童虐待などの母親のメ
ンタルヘルスの悪化が引き起こす事件は、核家族化
や都市化の影響で子育てを行う親の孤立化が大きな
要因と述べており、クラブの他の保護者に情緒的支
援を認知することは、母親のメンタルヘルスに良い
影響があると考えられ、その日限りではなく、大会
をきっかけに情緒的支援を認知するようになり、普
段の母親のメンタルヘルスに良い影響を与えること
が望ましいと考える。
【結論】
（1）母親の子どもに対するイメージは、子どもの
がんばる姿を見たり、他の保護者と情報交換したり、
母親自身が楽しめた時などに良いイメージを認知し
やすいことが明らかになった。
（2）周りの保護者との関係で、話ができたり、一
緒に楽しむことができた母親は周りの保護者からの
情緒的支援を認知しやすくなることが明らかになっ
た。
（3）母親と子どもとの関係や周りの保護者との関
係及び、母親自身の大会に対する関わり方が、母親
の状態不安に関連することが明らかになった。
（4）大会前後の母親の情緒的支援認知の変化と、
状態不安の変化には関連は見られなかった。
（5）大会前後の母親の子どもに対する良好イメー
ジの変化が、状態不安の変化に関連することが明ら
かになった。
【文献】
・宗像恒次（1995）．ストレス解消学（サバイバル）．小学館．227-232
・ 小國龍也，吉川賢二，余田篤，山城国暉，保坂智子（1998）．保育園児の病気とそれを支える家族と杜会．小児保
健研究57巻３号．428-432
・大日向雅美（1999）．なぜ迷う，親たち．子育ての難しい時代　児童心理，53，11，1009-1017
・ 菅野幸恵，岡本依子（2000）．子どもに対する母親の否定的感情と母親になるプロセス，家庭教育研究所紀要22巻
66-74
・才村純（2001）．日本子ども家庭総合研究所編日本子ども資料年鑑2001．KTC 中央出版．12-19
・ 黒田真理子（2001）．サツカーのまち清水市における地域スポーツ振興に関する調査研究，三重大学教育学部卒業
論文集．
